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本発表のプラスチックごみの定義

Hartmann et al. (2019) Environ. Sci. Technol.

⚫ マクロプラ

５mm以上のサイズ

⚫ マイクロプラ

５mm未満のサイズ

⚫ ナノプラ

１µm未満のサイズ

⚫ プラスチックごみ

マクロプラとマイクロプラの総称
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海洋プラスチックごみ

Eriksen et al. (2014) PLOS ONE

密度分布(個/km2) 重量分布(g/km2)

− プラごみによる海洋汚染は地球規模で拡大している
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廃プラスチックの不適切な処理および海洋流出

1) Jambeck et al. (2015) Science; 2) Lebreton et al. (2017) Nat Comm 

‒ 海洋プラスチックは、主に陸域 (海岸) や河川から流出

‒ 世界の中でアジアは重要なプラごみの排出源

陸域からの海洋流出1) 河川からの海洋流出2)
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プラスチックごみの海洋への流出

UNEP (2018) Mapping of global plastics value chain and plastics losses to the environment

− マクロプラの海洋への流出量は、527万トン/年と試算

− マイクロプラの海洋への流出量は、301万トン/年と試算

マクロプラ

マイクロプラ
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‒ 海岸における漂着ごみ調査 (2010年～)

‒ 沿岸や沖合海域における漂着ごみ調査及び海底ごみ調査 (2014年～)

‒ 日本周辺海域等における海洋マイクロプラスチック調査 (2014年～)

‒ 環境研究総合推進費 (2015年～)

海洋プラごみ研究 (2015年～)、農耕地マイクロプラ研究 (2020年～)、タイヤ粉じん由来マイクロプラ研究 (2020年～)

‒ 海洋プラごみに係る各種検討会の設置

日本の取り組み

➔ 海洋プラスチックごみに関する現状把握を進め、排出抑制へ

‒ プラスチック資源循環戦略の策定 (2019年５月)

‒ 大阪サミットでブルー・オーシャン・ビジョン「2050年までに海洋プラ
スチックごみによる追加的な汚染をゼロとする」を宣言 (2019年6月)
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廃プラスチックの輸入規制

‒ 2018年１月以降、中国や周辺国は廃プラスチックの輸入規制

‒ プラスチック資源循環が大きく変わりつつある

d’Ambrières et al. (2019) Field Actions Science Reports
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プラスチックライフサイクルと国環研プラ研究

石油採掘 製造

使用

処理処分
廃棄・

再資源化

国環研で実施中の研究課題

‒ プラスチックのフロー

‒ 資源循環過程や環境排出の挙動

‒ ３Rを含む排出抑制対策

‒ 随伴する化学物質のリスク管理

水・大気環境

➔モデルと実測を組み合わせて
海洋プラごみの効果的な削減
へ貢献する

本発表
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プラスチック循環利用協会. プラスチック製品の生産・廃棄・再資源化・処理処分の状況. (2020)
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その他

生産加工ロス

プラスチックごみの再資源化における挙動
国立環境研究所 戦略的研究プログラム 物質フロー革新 (2021～2025年度)

‒ 海洋プラごみ／脱炭素の視点から“適切”なプラ資源循環のニーズが高くなる

‒ サーキュラーエコノミーに基づくとマテリアルリサイクルが重要

日本

2019年

850万トン
*

*合成ゴム・繊維含まない

廃プラスチックの年間排出量 廃プラスチックの処理状況

エネルギー回収

512万トン

単純焼却・埋立

125万トン

ケミカルリサイクル

27万トン

マテリアルリサイクル

186万トン

PETボトル 51万トン

包装用フィルム 24万トン

家電・筐体 22万トン

その他 89万トン
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プラスチックごみの再資源化における挙動
国立環境研究所 戦略的研究プログラム 物質フロー革新 (2021～2025年度)

‒ 廃プラのマテリサには、破砕と洗浄・選別工程が必ず含まれる

‒ 破砕時にはプラ微小粒子が生成、洗浄・選別時には含有排水が発生

収集/分別 破砕 洗浄/選別 再商品化

廃プラスチックのマテリアルリサイクルの基本的な流れ
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プラスチックごみの再資源化における挙動

‒ 中国の廃プラ輸入規制に伴って周辺国のマテリサが活発化？

‒ 国内の廃プラのマテリサが良い実践例になることを期待

電気電子機器プラ飲料容器プラ

ベトナムのマテリアルリサイクル (2019年９/10月撮影) 日本のマテリアルリサイクル (2017年12月撮影)

破砕プラ洗浄 廃水回収→再利用・産廃処理

国立環境研究所 戦略的研究プログラム 物質フロー革新 (2021～2025年度)
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プラスチックごみの再資源化における挙動
国立環境研究所 戦略的研究プログラム 物質フロー革新 (2021～2025年度)

‒ ベトナムの廃プラ・マテリサ施設の破砕処理等排水を採取 (2019年9月)

‒ 当該排水中マイクロプラスチック (315 µmメッシュ通水)の濃度は非常に高い
中国・繊維工業地帯 施設排水 (50 µmメッシュ通水) 5～1,800 items/L1)、下水処理施設放流水 (50 µmメッシュ通水) 350～600 items/L1)

環境水 (5 µmメッシュ通水) 2.1～71 items/L2)

プラ筐体リサイクル施設排水

粒子濃度： 200,000 items/L

重量濃度： 3.5 g/L

ポリマー： PS (88%)、その他 (12%)

平均直径： 204 µm (中央値)

形状： 破片状 (95%)、繊維状 (5%)

生活系プラリサイクル施設排水

粒子濃度： 370 items/L

重量濃度： 0.024 g/L

ポリマー： PP (64%)、PP＋PE (20%)、
PE (9.4%)、その他 (7%)

平均直径： 409 µm (中央値)

形状： 破片状 (97%)、その他 (3%)

ペットボトルリサイクル施設排水

粒子濃度： 3,000±240 items/L (n=2)

重量濃度： 0.17 g/L

ポリマー： PET (65%)、PE (16%)、
PP (7.2%)、その他 (12%)

平均直径： 184 µm (中央値)

形状： 破片状 (81%)、繊維状 (19%)

➔排出量や含有化学物質の毒性も考慮してリスク管理のポイントを検討

500 µmPP PP+PE PE250 µmPS PS PET PET PE 250 µmPE

1) Zhou et al. (2020) Sci Total Environ; 2) Deng et al. (2020) Environ Poll 
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プラスチックごみの環境排出と排出抑制

− 28/67機関が参加、比較的全国を網羅

参加機関：北海道、青森県、岩手県、山形県、栃木県、
群馬県、千葉県、神奈川県、長野県、静岡県、さいた
ま市、三重県、大阪府、奈良県、和歌山県、大阪市、
鳥取県、岡山県、広島県、山口県、香川県、高知県、
広島市、福岡県、佐賀県、長崎県、沖縄県、北九州市

− 国環研と地環研で共同して調査方法の共通化や効率化を
図りつつ、河川プラごみの実態把握調査を実施し、排出
抑制効果の検証に資するモニタリングのあり方や地環研
の役割を検討・提案

地方環境研究所等とのⅡ型共同研究 河川プラスチックごみの排出実態把握と排出抑制対策に資する研究 (2021～2023年度)
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プラスチックごみの環境排出と排出抑制

2021年４月以降のプラスチックごみ調査予定

■ 予定なし・未定 ■ 予定あり ■ 両方 ■ マクロ ■ マイクロ
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17

4

1
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鳥取県

岩手県

栃木県

静岡県

福岡県

群馬県

神奈川県

長野県

大阪市 奈良県 山口県

− 環境省発出予定の調査マニュアルに参加機関の調査経験を反映

− 共通化マニュアルを用いてデータを集積、効果・効率的な排出抑制対策へ

■ 実績なし ■ 実績あり

プラスチックごみの調査実績の有無

■ 両方 ■ マクロ ■ マイクロ

12

16

2

1

9

北海道

静岡県 三重県

栃木県

群馬県

神奈川県

長野県 大阪府

大阪市 奈良県 山口県 福岡県

➔地環研ネットワークを活用して海洋プラごみ削減に貢献

地方環境研究所等とのⅡ型共同研究 河川プラスチックごみの排出実態把握と排出抑制対策に資する研究 (2021～2023年度)
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プラスチックごみの環境中運命

− 点源・面源から排出されるプラスチックごみを想定して、水・大気環
境や廃棄循環過程で生じるイベントを通じたプラスチックの劣化に伴
う微小プラスチック粒子(マイクロ・ナノ)の発生実態を評価し、含有
化学物質の溶出能や環境汚染物質の吸着能との関連性を明示

プラスチックごみ 想定する劣化イベント

・光分解
・熱分解
・加水分解

など

制御すべきリスク要因を把握

環境研究総合推進費S-19-3 陸域からの排出インベントリ作成と流出抑制技術の開発 プラ微細化と化学物質の関連性評価 (2021～2025年度)
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− 劣化プロセス別のプラスチック(バージンプラ、廃プラ)の劣化指標を抽出

− 劣化指標とマイクロ化・ナノ化の関連性評価

− 劣化指標と化学物質の溶出性・吸着性の関連性評価

➔マイクロ・ナノプラの発生源探索・リスク管理に資する知見

プラスチックごみの環境中運命

-劣化指標の評価法-

• 表面構造

• カルボニルインデックス

• ポリマー分子量分布 など

-マイクロプラスチック分析-

• FT-IR ATRによるプラ粒子
の測定方法の開発

100 µm以上：概ね終了

1 µm以上 100 µm未満：検討中

-ナノプラスチック分析-

• HDPE/LDPE/PP/PET/PS/
PVCのナノ球状粒子標準物
質の作製

• 定量分析方法の開発

環境研究総合推進費S-19-3 陸域からの排出インベントリ作成と流出抑制技術の開発 プラ微細化と化学物質の関連性評価 (2021～2025年度)
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まとめ

‒ 国環研ではプラスチックライフサイクルを俯瞰してモデル
と実測による総合的な研究を展開する

‒ 実測研究では、特にプラスチックの廃棄循環過程に着目し
て、現場での実態把握に基づいて現象理解を進め、排出量
評価やリスク管理、排出抑制対策やその効果の検証に資す
る研究成果の獲得ととりまとめを目指す


